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創
刊
期
『
東
亜
新
報
』（
一
九
三
九
）
の
文
芸
・
文
化
記
事
に
つ
い
て
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（
平
成
二
十
九
年
九
月
八
日
受
理
）　
　
　

　
　
　
抄
　
　
　
録

　『
東
亜
新
報
』
は
日
本
占
領
下
の
北
京
で
一
九
三
九
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
た
日
本
語
新
聞

で
あ
る
。
北
支
軍
と
興
亜
院
が
出
資
す
る
同
盟
通
信
社
系
の
新
聞
で
あ
り
、
北
京
発
行
の
唯
一
の
日
本
語
新
聞
と

し
て
機
能
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
芸
・
文
化
記
事
を
見
る
と
、
時
局
と
連
動
す
る
よ
う
な
戦
意
高
揚
の
記
事

と
同
時
に
、
国
策
と
は
無
関
係
の
実
に
の
ん
び
り
し
た
記
事
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
し
ば
し
ば
日
本
の
国
策
を

批
判
的
に
見
る
よ
う
な
言
説
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
の
を
目
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
少
な
く
と
も
太
平
洋
戦
争
開

戦
前
の
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
比
較
的
自
由
な
言
説
が
許
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る 

。
本
稿
で
は
、
創

刊
期
『
東
亜
新
報
』
の
中
か
ら
文
芸
・
文
化
記
事
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
紹
介
を
試
み
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド
‥
メ
デ
ィ
ア
　
国
策
　
日
本
語
文
学
　
北
京
　『
燕
京
文
学
』
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は
じ
め
に

　『
東
亜
新
報
』
は
日
本
占
領
下
の
北
京
に
お
い
て
、
一
九
三
九
年
七

月
二
日
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
た
日
本
語
新
聞
で
あ
る

（
終
刊
の
時
期
に
つ
い
て
は
調
査
中
）。
華
北
に
駐
留
し
て
い
た
北
支
那

方
面
軍
の
要
請
に
よ
り
、
同
盟
通
信
社
が
動
き
、
現
地
の
新
聞
を
統
廃

合
し
て
創
刊
さ
れ
た
。軍
と
興
亜
院
が
出
資
し
、株
式
組
織
と
し
た
。『
東

亜
新
報
』
編
集
総
務
で
あ
っ
た
石
川
輝
は
「
軍
機
関
紙
色
を
出
し
て
は

ま
ず
い
の
で
株
式
組
織
に
し
た
」
と
そ
の
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。
興

亜
院
は
中
国
占
領
地
に
お
け
る
日
本
の
行
政
機
関
で
あ
る
か
ら
、
い
わ

ゆ
る
国
策
紙
と
し
て
創
刊
が
企
図
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
ⅰ

。

　
し
か
し
な
が
ら
、
文
芸
・
文
化
記
事
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
一
方

で
時
局
と
連
動
す
る
よ
う
な
戦
意
高
揚
の
詩
歌
等
が
掲
載
さ
れ
る
と
同

時
に
、
他
方
で
あ
ま
り
関
係
の
な
い
、
実
に
の
ん
び
り
し
た
エ
ッ
セ
イ
・

小
説
等
が
並
ん
で
も
い
る
。
さ
ら
に
、
し
ば
し
ば
日
本
の
国
策
を
批
判

的
に
見
る
よ
う
な
言
説
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
の
を
目
に
す
る
こ
と
も
で

き
る
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
太
平
洋
戦
争
開
戦
前
の
こ
の
時
期
に
お
い

て
は
、
比
較
的
自
由
な
言
説
が
許
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
ⅱ

。

　
本
稿
で
は
、『
東
亜
新
報
』
一
九
三
九
年
七
月
二
日
の
創
刊
号
か
ら

一
二
月
三
一
日
ま
で
、
な
か
で
も
文
芸
・
文
化
関
連
記
事
を
取
り
上
げ
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
ま
た
、
い
く
つ
か
の
記
事
の
紹

介
を
行
い
な
が
ら
、『
東
亜
新
報
』
の
、
日
本
占
領
下
北
京
に
お
け
る

日
本
語
メ
デ
ィ
ア
の
一
班
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
　
文
芸
・
文
化
関
連
記
事
の
概
要

　
ま
ず
、『
東
亜
新
報
』一
九
三
九
年
の
頁
数
と
構
成
に
つ
い
て
述
べ
る
。

例
外
を
除
き
、
朝
刊
八
頁
、
夕
刊
四
頁
（
た
だ
し
月
曜
夕
刊
は
休
刊
）

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
七
月
の
基
本
的
な
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
朝
刊
一
面
は
、
重

要
な
ニ
ュ
ー
ス
が
掲
載
さ
れ
、
戦
況
等
が
報
道
さ
れ
る
。
そ
し
て
左
側

に
無
署
名
の
論
説
（
社
説
）
を
配
置
し
て
い
る
。
二
面
は
、
政
治
外
交

等
が
掲
載
さ
れ
、
特
派
員
等
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
や
論
説
、
軍
人
や
識

者
に
よ
る
座
談
会
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、「
読
者
欄
　

巷
の
弾
道
」
も
ほ
ぼ
毎
日
掲
載
。
三
面
は
「
陣
中
新
聞
」
で
あ
る
ⅲ

。

四
面
は
家
庭
と
学
芸
を
合
わ
せ
て
一
頁
と
な
っ
て
い
る
。
連
載
小
説
は

毎
日
掲
載
、文
芸
コ
ラ
ム
「
荒
鷲
ペ
ン
」
も
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

そ
の
ほ
か
で
は
、
評
論
や
随
筆
を
中
心
に
、
俳
句
や
短
篇
小
説
が
載
る

こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
新
刊
紹
介
や
書
評
が
時
々
掲
載
さ
れ
、
現
地
発

行
の
著
書
や
雑
誌
、
同
人
誌
が
載
る
こ
と
も
あ
る
。
執
筆
者
は
日
本
内

地
と
北
京
在
住
者
が
主
で
あ
る
。
五
面
は
広
告
が
多
い
。
六
面
は
ラ
ジ

オ
や
囲
碁
、
そ
の
他
現
地
生
活
に
関
わ
る
記
事
等
。
七
面
は
一
、
二
面

に
載
ら
な
か
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
。
例
え
ば
、
第
一
五
〇
号
、
一
九
三
九
年

一
一
月
二
八
日
に
は
「
崇
貞
学
園
文
芸
会
　
三
日
民
団
で
」
と
題
す
る

記
事
が
み
え
る
。
ち
な
み
に
崇
貞
学
園
は
清
水
安
三
が
貧
し
い
中
国
人

少
女
た
ち
の
た
め
に
朝
陽
門
外
に
創
立
し
た
学
校
で
あ
り
、
記
事
に
は

四
百
名
の
生
徒
を
収
容
し
て
い
る
と
あ
る
。
八
面
は
経
済
欄
だ
が
、
連

載
小
説
も
掲
載
。
夕
刊
に
つ
い
て
は
、
文
化
関
係
だ
け
記
す
と
、
二
面
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に
漫
画
、
三
面
は
文
化
関
係
が
多
く
、
連
載
の
エ
ッ
セ
イ
と
講
談
が
あ

る
。
映
画
紹
介
も
こ
の
頁
に
掲
載
。

　
八
月
に
入
り
一
箇
月
経
っ
た
と
こ
ろ
で
、
随
所
に
見
直
し
が
行
わ
れ

た
。
ま
ず
、
八
月
二
日
「
陣
中
新
聞
」
が
三
面
か
ら
六
面
に
移
動
。
ま

た
、
家
庭
及
び
学
芸
欄
は
、
三
日
朝
刊
よ
り
「
家
庭
と
学
芸
」
の
題
字

が
つ
け
ら
れ
整
備
さ
れ
た
（
そ
れ
ま
で
欄
の
タ
イ
ト
ル
な
し
）。
な
お
、

「
陣
中
新
聞
」
は
一
一
月
二
〇
日
に
四
面
に
移
動
、「
家
庭
と
学
芸
」
も

同
日
六
面
に
移
さ
れ
た
。
以
上
は
、
掲
載
面
が
変
わ
っ
た
の
み
で
、
取

り
上
げ
る
内
容
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。

　
八
月
以
降
変
化
し
た
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。
八
月
一
日
よ
り
「
ラ
ジ

オ
」
を
「
ラ
ジ
オ
　
北
京
」
と
し
、
欄
を
拡
大
。
そ
れ
ま
で
単
に
番
組

表
が
あ
る
の
み
で
、
題
字
も
小
さ
く
見
づ
ら
い
時
が
あ
っ
た
の
を
改
善

し
、
い
く
つ
か
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
内
容
の
詳
細
が
紹
介
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、一
二
月
一
〇
日
よ
り
「
ラ
ジ
オ
　
北
京
・

天
津
」
と
な
り
、
天
津
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ラ
ジ
オ
欄
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
述
べ
た
い
。

　
そ
し
て
、
八
月
三
日
よ
り
絵
入
り
コ
ラ
ム
「
北
京
百
景
」
の
連
載
が

開
始
さ
れ
る
。「
北
京
百
景
」
は
そ
の
名
の
通
り
北
京
の
街
を
紹
介
し
、

『
東
亜
新
報
』
夕
刊
の
顔
と
な
っ
た
絵
入
り
コ
ラ
ム
で
あ
る
。
一
二
月

二
九
日
ま
で
全
一
一
〇
回
続
い
た
。
執
筆
は
、社
長
の
徳
光
衣
城
が『
東

亜
新
報
』
創
刊
に
際
し
呼
び
寄
せ
た
「
三
羽
ガ
ラ
ス
」
の
一
人
、
高
木

健
夫
編
集
総
務
が
担
当
し
た
（
高
木
は
一
年
後
に
は
主
筆
）。

　
連
載
中
は
無
署
名
で
、
最
終
回
の
第
一
一
〇
回
の
末
尾
に
は
じ
め
て

「
高
木
生
」
と
記
さ
れ
た
。
挿
絵
は
千
地
琇
也
、
野
中
勲
夫
、
山
本
寿

正
の
三
人
が
担
当
。
野
中
と
山
本
は
「
陣
中
新
聞
」
に
も
寄
稿
し
て
お

り
、
他
の
将
兵
の
詩
に
挿
絵
を
付
け
て
い
る
。
そ
こ
に
記
さ
れ
た
肩
書

に
よ
れ
ば
、
野
中
は
軍
報
道
課
所
属
、
山
本
は
軍
報
道
課
輜
重
兵
一
等

兵
と
あ
る
。
ま
た
野
中
は
夕
刊
二
面
に
漫
画
「
興
亜
の
ハ
リ
キ
リ
娘
」

を
連
載
し
て
い
る
。

　「
北
京
百
景
」
の
連
載
は
一
九
三
九
年
中
に
終
了
し
た
が
、の
ち
「
新

版
北
京
横
丁
」
と
し
て
復
活
。
い
つ
ま
で
続
い
た
か
に
つ
い
て
は
今
後

の
調
査
に
よ
る
が
、
少
な
く
と
も
第
一
七
五
二
号
、
一
九
四
四
年
四
月

二
〇
日
に
「
新
版
北
京
横
丁
」
九
一
三
回
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

確
認
済
み
で
あ
る
。
そ
の
他
、「
北
京
百
景
」「
新
版
北
京
横
丁
」
に
つ

い
て
は
、
戸
塚
麻
子
・
神
谷
昌
史
「
高
木
健
夫
『
北
京
百
景
』
―
『
東

亜
新
報
』
掲
載
時
に
お
け
る
題
目
一
覧
」
ⅳ

で
述
べ
た
の
で
本
稿
で
は

割
愛
し
た
い
。
一
つ
だ
け
付
け
加
え
て
お
く
と
、「
新
版
北
京
横
丁
」

で
は
、
ほ
ぼ
毎
回
社
長
の
徳
光
衣
城
自
ら
俳
句
を
寄
せ
て
お
り
（
筆
名

以
如
子
）、
徳
光
の
句
と
高
木
の
エ
ッ
セ
イ
、
そ
し
て
千
地
琇
也
の
挿

絵
が
一
体
と
な
っ
て
夕
刊
一
面
を
飾
る
よ
う
に
な
る
。

　
以
上
は
、
基
本
的
な
構
成
で
あ
り
、
例
外
が
あ
る
。
特
に
、
八
月
三

一
日
（
第
六
二
号
）
よ
り
九
月
一
〇
日
（
第
七
二
号
）
の
間
、
天
津
で

起
き
た
大
規
模
水
害
に
よ
り
、
日
本
か
ら
用
紙
を
供
給
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
た
め
、
朝
刊
四
面
、
夕
刊
四
面
、
た
だ
し
日
曜
日
朝
刊

は
従
来
通
り
八
頁
と
な
っ
た
（
八
月
三
一
日
朝
刊
一
面
、
夕
刊
一
面
の

社
告
よ
り
）。
こ
の
間
、
文
学
・
文
化
関
係
は
全
体
的
に
縮
小
、「
陣
中
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新
聞
」
は
「
家
庭
と
学
芸
」
と
半
分
ず
つ
紙
面
を
分
け
合
う
形
と
な
っ

た
。

　
次
章
か
ら
具
体
的
な
記
事
を
紹
介
し
な
が
ら
、
各
欄
の
特
色
に
つ
い

て
述
べ
た
い
。

　二
　
ラ
ジ
オ
欄

　
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ラ
ジ
オ
欄
で
は
当
初
北
京
で
放
送
さ
れ
て

い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
を
記
載
し
て
い
た
。
タ
イ
ト
ル
の
活
字
も
小
さ

く
、
見
つ
け
に
く
か
っ
た
。
八
月
に
入
り
、
ス
ペ
ー
ス
は
一
気
に
拡
大
、

内
容
紹
介
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
て
い
く
と
、
講
談
、
落
語
、
漫
才
、
浪
曲
等
の
娯

楽
や
音
楽
、
軍
人
の
講
演
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
が
あ
る
が
、
そ
の
う

ち
の
一
つ
を
紹
介
し
た
い
。
八
月
九
日
朝
刊
八
面
「
ラ
ジ
オ
北
京
」
欄

で
あ
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
る
と
、「
二
〇
、
〇
〇
　
斉
唱
と
吹
奏
楽
　
杉
山

部
隊
軍
楽
隊
　（
１
）
斉
唱
　
武
器
な
き
戦
士
の
歌
（
八
木
沼
丈
夫
作

詞
黒
木
篁
作
曲
）　（
２
）
吹
奏
楽
　
行
進
曲
「
宣
撫
」（
以
下
略
）」
と

あ
る
。
七
月
ま
で
は
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
で
あ
り
、
内
容
が
イ

メ
ー
ジ
し
に
く
か
っ
た
。
そ
れ
が
、こ
の
日
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
左
側
に「
宣

撫
班
創
設
二
周
年
記
念
　
嗚
呼
木
島
宣
撫
官
　
武
器
な
き
戦
士
の
任
務

は
重
し
」
と
い
う
大
き
な
活
字
の
見
出
し
が
あ
り
、
内
容
の
説
明
が
掲

載
さ
れ
る
。「
武
器
な
き
戦
士
、
宣
撫
班
が
当
地
で
活
躍
を
は
じ
め
て

二
周
年
そ
の
宣
撫
工
作
は
陰
に
陽
に
ど
れ
程
大
き
な
結
果
を
招
い
て
ゐ

る
か
、
想
像
の
許
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
すマ

マ

今
日
は
皆
さ
ん
と
一
緒

に
心
か
ら
の
感
謝
を
捧
げ
て
宣
撫
官
諸
士
の
労
苦
を
偲
び
ま
せ
う
、
な

お
今
夜
歌
は
れ
る
武
器
な
き
戦
士
の
歌
は
八
木
沼
宣
撫
班
長
の
作
詞

で
、
本
紙
掲
載
が
縁
と
な
つ
て
黒
木
軍
曹
が
感
激
の
作
曲
に
な
る
も
の

で
あ
る
」
と
あ
り
、
こ
の
あ
と
放
送
内
容
の
あ
ら
す
じ
が
続
く
。

　
以
上
の
記
事
か
ら
宣
撫
工
作
の
正
当
性
を
、
ラ
ジ
オ
の
電
波
に
乗
せ

て
わ
か
り
や
す
く
楽
し
く
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る

だ
ろ
う
。
拡
大
後
の
ラ
ジ
オ
欄
に
は
、
毎
回
こ
の
よ
う
な
宣
伝
戦
に
関

わ
る
も
の
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
む
し
ろ
一
九
三
九
年
に

お
い
て
は
浪
曲
や
講
談
、
童
話
等
、
時
局
と
は
関
係
な
い
娯
楽
の
紹
介

の
方
が
中
心
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
ラ
ジ
オ
欄
の
見
直
し
は
、『
東

亜
新
報
』
の
読
者
、
す
な
わ
ち
北
京
を
中
心
と
し
た
華
北
在
住
の
日
本

人
に
向
け
て
、
国
策
宣
伝
を
進
め
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
と
見
る
こ
と
は
で

き
る
だ
ろ
う
。

　
ち
な
み
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
を
眺
め
る
と
、
東
京
の
放
送
を
そ
の
ま

ま
流
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
日
の
放
送
で
現
地
発
と
思
わ
れ
る

も
の
と
し
て
は
、
こ
の
宣
撫
班
の
特
集
と
「
新
民
体
操
」、「
支
那
語
講

座
」（
初
等
科
）、「
夏
期
速
成
支
那
語
講
座
」、「
日
用
品
卸
値
段
」
な

ど
が
あ
る
。

三
　
学
芸
欄
（「
家
庭
と
学
芸
」）

　
続
い
て
学
芸
欄
に
つ
い
て
で
あ
る
。
家
庭
と
学
芸
が
一
頁
を
ほ
ぼ
半

分
ず
つ
分
け
合
う
形
に
な
っ
て
お
り
、
右
あ
る
い
は
上
方
に
家
庭
、
左
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ま
た
は
下
方
に
学
芸
欄
と
い
う
配
置
に
な
っ
て
い
る
。
文
芸
・
文
化
記

事
が
最
も
多
く
掲
載
さ
れ
る
の
は
こ
の
欄
で
あ
り
、
職
業
作
家
や
著
名

な
文
化
人
等
の
評
論
・
随
筆
が
載
る
の
も
こ
の
頁
で
あ
る
。
そ
の
な
か

で
、
ほ
ぼ
毎
回
掲
載
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
連
載
小
説
と
文
芸
コ
ラ

ム
「
荒
鷲
ペ
ン
」
が
あ
る
。

　
連
載
小
説
に
つ
い
て
次
章
で
述
べ
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
「
荒

鷲
ペ
ン
」
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
基
本
的
に
文
学
関
係
が
扱
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、『
改
造
』『
中
央
公
論
』
等
総
合
雑
誌
で
文
学
以
外
に

言
及
し
た
も
の
や
、
特
定
の
雑
誌
や
書
籍
に
拠
ら
ず
学
術
の
現
状
に
つ

い
て
自
由
に
論
じ
た
も
の
も
あ
る
。

　
執
筆
者
に
つ
い
て
は
、「
天
地
人
」「
幾
山
河
」
等
と
い
っ
た
事
実
上

の
匿
名
、
無
署
名
、
氏
名
や
筆
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
が
混
在

し
て
い
る
。
執
筆
回
数
の
多
い
「
天
地
人
」「
幾
山
河
」（
一
〇
～
二
〇

回
）
は
主
に
内
地
の
雑
誌
を
読
ん
で
の
批
評
が
多
く
、
中
国
色
・
北
京

色
は
見
ら
れ
な
い
。
取
り
上
げ
る
雑
誌
は
『
文
芸
』
を
中
心
に
『
改
造
』

『
中
央
公
論
』等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
あ
た
り
の
雑
誌
は
北
京
に
入
っ

て
い
た
形
跡
が
あ
る
の
で
、
彼
ら
が
現
地
の
人
間
で
あ
る
可
能
性
も
捨

て
が
た
い
。
だ
が
、『
東
亜
新
報
』
は
同
盟
通
信
社
系
で
あ
る
た
め
、

そ
の
ル
ー
ト
で
北
京
以
外
の
地
域
の
人
間
が
書
い
た
も
の
を
掲
載
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。「
荒
鷲
ペ
ン
」
の
匿
名
記
事
が
『
東
亜
新
報
』

独
自
の
も
の
か
否
か
に
つ
い
て
の
調
査
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
一
方
、
署
名
記
事
の
中
に
は
、
し
ば
し
ば
北
京
在
住
者
の
名
前
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
三
九
年
に
は
、「
盤
太
郎
」
が
二
回
執

筆
し
て
い
る
。
東
亜
新
報
学
芸
記
者
の
江
崎
盤
太
郎
で
あ
り
、
荒
鷲
ペ

ン
以
外
の
文
芸
記
事
も
「
江
崎
盤
太
郎
」
の
名
前
で
執
筆
し
て
い
る
。

本
名
志
垣
忠
、
元
『
北
京
新
聞
』
記
者
で
あ
り
、『
北
京
新
聞
』
が
廃

刊
と
な
り
『
東
亜
新
報
』
に
統
合
さ
れ
た
際
に
移
っ
た
記
者
の
一
人
で

あ
る
。
ま
た
、当
時
北
京
で
唯
一
の
日
本
語
文
芸
同
人
誌
『
燕
京
文
学
』

ⅴ 

創
刊
期
か
ら
の
主
要
同
人
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。『
燕
京
文
学
』
第

二
号
（
一
九
三
九
年
五
月
）
に
発
表
し
た
「
風
土
に
病
む
家
」
が
芥
川

賞
予
選
候
補
と
な
っ
て
い
る
。『
燕
京
文
学
』
で
は
江
崎
盤
太
郎
の
名

義
で
書
い
て
い
る
が
、『
東
亜
新
報
』に
は
志
垣
名
義
の
記
事
も
み
え
る
。

　
そ
れ
で
は
、
江
崎
の
コ
ラ
ム
の
一
つ
を
紹
介
す
る
。
第
三
五
号
、
八

月
四
日
朝
刊
三
面
の
「
荒
鷲
ペ
ン
」、「「
霧
の
夜
」
の
問
題
」
で
あ
る
。

　
八
月
号
の
諸
雑
誌
に
読
み
得
る
小
説
一
つ
も
な
し
、
と
、
こ
れ

も
酷
言
だ
が
「
文
芸
」
八
月
号
「
霧
の
夜
」
に
は
参
つ
た
。
火
野マ

マ

上
田
、
と
共
に
戦
争
三
人
男
と
云
は
れ
た
日
比
野
士
朗
の
帰
国
第

一
作
を
待
つ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
取
り
上
げ

た
わ
け
で
あ
る
ら
し
い
が
、
何
と
ま
あ
編
輯
者
の
頭
の
悪
さ
よ
！

と
云
ひ
た
く
な
る
、
な
る
程
日
比
野
も
戦
争
文
学
（
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ユ
）
に
は
良
い
作
品
を
発
表
し
た
男
だ
つ
た
ら
う
、
然
し
所
詮

文
学
と
は
本
質
的
に
か
な
り
の
差
異
を
も
つ
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
の

範
囲
内
に
お
い
て
の
成
功
で
あ
り
、
そ
の
以
前
に
何
等
の
作
家
的

活
動
を
見
せ
な
か
つ
た
人
ら
し
い
上
は
ず
つ
た
セ
ン
チ
メ
ン
ト
を

発
見
し
て
、
そ
れ
を
せ
め
る
前
に
、
こ
う
し
た
作
品
が
活
字
に
な

る
時
代
の
文
学
の
堕
落
を
悲
し
ま
な
い
で
は
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
。
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（
後
略
）

　
日
比
野
士
朗
は
第
二
次
上
海
事
変
に
従
軍
し
、
目
の
前
で
親
友
を
失

い
自
ら
も
負
傷
す
る
と
い
う
壮
絶
な
体
験
を
経
た
。
そ
れ
を
元
に
描
い

た
「
呉
淞
ク
リ
ー
ク
」
等
一
連
の
作
品
で
人
気
作
家
と
な
る
。
日
比
野

だ
け
で
な
く
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
が
持
て
は
や
さ
れ
る
文
壇
の
状
況
に

対
し
熱
く
異
を
唱
え
て
い
る
の
が
こ
の
コ
ラ
ム
で
あ
ろ
う
。
こ
の
批
評

の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
検
討
し
な
い
が
、
当
時
江
崎
は
二
四

歳
、
ち
ょ
う
ど
芥
川
賞
の
選
考
結
果
が
出
た
こ
ろ
に
書
か
れ
た
も
の
で

あ
り
、
他
の
江
崎
の
文
章
に
比
べ
熱
意
の
こ
も
っ
た
若
さ
あ
ふ
れ
る
批

評
と
な
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
一
九
三
九
年
の
学
芸
欄
に
執
筆
し
た
文
学
者
・
文
化
人
の

名
前
を
あ
げ
る
。
ま
ず
、
内
地
在
住
で
は
新
居
格
、
浅
野
晃
、
倉
田
百

三
、
中
山
義
秀
、
窪
川
鶴
次
郎
、
上
司
小
剣
等
。

　
続
い
て
北
京
在
住
者
で
あ
る
。
先
に
も
触
れ
た
北
京
で
唯
一
の
文
芸

同
人
誌
『
燕
京
文
学
』
同
人
が
執
筆
し
て
お
り
、掲
載
数
も
多
い
。『
中

国
文
学
』
同
人
で
も
あ
る
飯
塚
朗
、
後
で
触
れ
る
「
清
末
　
お
役
人
物

語
」
の
翻
訳
者
の
一
人
と
推
定
さ
れ
る
深
瀬
竜
、
同
じ
く
「
お
役
人
」

の
翻
訳
者
で
、『
燕
京
文
学
』
編
集
兼
発
行
人
の
木
田
春
夫
（『
燕
京
文

学
』
で
の
筆
名
は
引
田
春
海
）、
そ
し
て
、
最
も
執
筆
回
数
が
多
い
の

が
長
野
賢
で
あ
る
。『
燕
京
文
学
』
で
は
野
中
修
、
朝
倉
康
の
筆
名
を

用
い
て
い
る
が
、『
東
亜
新
報
』
で
は
、
長
野
賢
、
け
ん
・
な
が
の
、

野
中
修
、
朝
倉
康
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
他
哨
吟
の
「
王
四
物
語
」
を

訳
出
し
て
い
る
Ｋ
・
Ｎ
も
お
そ
ら
く
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
長
野
賢
は

筆
名
を
複
数
用
い
て
い
る
た
め
全
体
像
が
掴
み
に
く
か
っ
た
が
、『
燕

京
文
学
』
で
は
ほ
ぼ
毎
号
執
筆
す
る
主
力
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
長
野

に
つ
い
て
は
、拙
稿
「
日
本
占
領
下
北
京
の
友
情
と
青
春
―
長
野
賢(

野

中
修
・
朝
倉
康)

の
『
燕
京
文
学
』
掲
載
小
説
を
め
ぐ
っ
て
」
を
参
照 

ⅵ

。

そ
の
他
の
北
京
在
住
者
に
は
、
立
野
信
之
、
石
橋
丑
雄
、
坂
井
徳
三
等

の
名
前
が
み
え
る
。
ち
な
み
に
坂
井
徳
三
は
の
ち
に
中
薗
英
助
を
東
亜

新
報
社
に
記
者
と
し
て
入
社
さ
せ
た
人
物
で
あ
り
、『
東
亜
新
報
』
と

の
つ
な
が
り
も
深
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
四
〇
年
以
降
は
『
東

亜
新
報
』
に
し
ば
し
ば
小
説
を
掲
載
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
坂
井

に
つ
い
て
は
本
稿
の
終
わ
り
で
軽
く
触
れ
る
が
、拙
稿
「
坂
井
徳
三
『
北

京
の
子
供
』
と
児
童
文
学
」（『
教
育
研
究
実
践
報
告
誌
』
第
一
巻
第
一

号
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
）
を
参
照
。

四
　
連
載
小
説

　
最
後
に
連
載
小
説
に
つ
い
て
述
べ
て
終
わ
り
と
し
た
い
。
三
つ
の
作

品
が
同
時
進
行
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
一
本
は
講
談
で
、「
元

禄
侠
唄（
き
ほ
ひ
う
た
）」が
創
刊
号
の
七
月
二
日
夕
刊
四
面
よ
り
開
始
。

そ
の
後
は
基
本
的
に
夕
刊
三
面
に
掲
載
、
年
を
ま
た
ぎ
翌
年
ま
で
続
い

て
い
る
。
朝
刊
は
小
説
が
二
本
で
あ
り
、
一
九
三
九
年
は
一
つ
は
内
地

で
注
目
さ
れ
て
い
る
作
家
が
担
当
。
橘
外
男
「
翹
望
」
が
第
八
号
（
一

九
三
九
年
七
月
八
日
）
よ
り
第
一
二
七
号
（
一
一
月
五
日
）
ま
で
。
橘

は
一
九
三
八
年
に
『
ナ
リ
ン
殿
下
へ
の
回
想
』
で
第
七
回
直
木
賞
を
受

賞
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。「
翹
望
」
は
管
見
の
限
り
、
単
行
本
化
は
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さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
簡
略
に
あ
ら
す
じ
を
述
べ
る
。

　
主
人
公
英
一
と
姉
美
津
子
は
、
軍
人
で
あ
っ
た
父
が
突
然
死
亡
し
、

天
涯
孤
独
の
身
と
な
る
。
父
の
友
人
を
頼
り
東
京
に
出
る
が
、
友
人
に

は
息
子
二
人
と
娘
二
人
が
い
た
。
美
津
子
は
次
男
利
樹
に
、
英
一
は
次

女
の
満
里
子
に
心
惹
か
れ
る
が
、
長
男
の
俊
平
は
美
津
子
に
好
意
を
抱

き
、
し
つ
こ
く
迫
る
。
と
う
と
う
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
美
津
子
は
、

英
一
と
夜
逃
げ
し
て
故
郷
に
戻
る
が
、
俊
平
も
追
っ
て
く
る
。
折
し
も

英
一
は
肋
膜
を
病
み
入
院
。
そ
の
間
俊
平
は
強
引
に
美
津
子
に
迫
り
、

想
い
を
遂
げ
る
。
病
気
が
治
ら
ず
気
力
の
弱
っ
た
英
一
と
美
津
子
は
心

中
を
図
り
、
英
一
の
み
命
を
取
り
留
め
た
。
英
一
は
東
京
か
ら
駆
け
付

け
た
利
樹
に
世
話
に
な
り
つ
つ
再
び
自
殺
の
覚
悟
を
固
め
て
い
く
。
そ

ん
な
あ
る
日
、
英
一
の
家
に
昔
か
ら
い
る
爺
や
が
、
英
一
の
家
に
と
り

つ
い
た
怨
霊
の
せ
い
で
、代
々
み
な
恋
愛
に
恵
ま
れ
な
い
の
だ
と
語
る
。

利
樹
は
美
津
子
と
の
思
い
出
を
胸
に
英
一
と
暮
ら
す
た
め
、
逗
子
に
家

を
建
て
た
。
爺
や
も
逗
子
で
英
一
た
ち
と
暮
ら
し
、
怨
霊
の
宿
る
家
を

売
り
払
う
こ
と
を
決
意
。
英
一
が
利
樹
と
の
生
活
を
選
び
、
満
里
子
と

の
愛
を
は
ぐ
く
む
の
か
、
あ
る
い
は
自
殺
を
選
ぶ
の
か
、
と
い
う
と
こ

ろ
で
話
は
終
わ
る
。

　
さ
て
、
長
々
と
あ
ら
す
じ
を
示
し
た
の
は
、
以
下
の
「
作
者
の
言
葉
」

と
の
齟
齬
を
示
す
た
め
で
あ
る
。

　
戦
ひ
は
つ
ゞ
け
ら
れ
て
ゐ
ま
す
、
海
に
陸
に
忠
勇
な
る
我
が
将

士
は
己
が
生
命
を
棄
て
ゝ
、
大
君
の
御
為
め
東
亜
永
遠
の
平
和
の

礎
石
と
な
つ
て
屍
を
大
陸
の
嚝
野
に
さ
ら
し
て
ゐ
ま
す
、
訪
ふ
人

も
な
き
万
里
異
域
の
墓
標
の
下
に
、
し
ず
か
に
眠
る
尊
き
英
霊
の

憩
ひ
！
　
其
処
に
は
幾
多
清
ら
か
な
美
し
い
人
生
の
哀
詩
が
空
し

く
地
に
埋
も
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
せ
う
、「
翹
望
」
一
篇
は
か
う
し

た
哀
詩
の
一
つ
を
私
が
拾
ひ
あ
げ
た
も
の
で
す
、
そ
し
て
私
は
こ

れ
に
血
を
通
は
せ
呼
吸
を
吹
き
込
ん
で
銃
後
国
民
諸
君
へ
捧
ぐ
る

こ
と
が
、
我
等
作
家
の
御
■
公
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
へ
て
ゐ

る
の
で
あ
り
ま
す
！

　
以
上
が
、「
作
者
の
言
葉
」
全
文
で
あ
る
。
連
載
第
一
回
の
下
に
「
待

望
　
橘
氏
の
巨
篇
「
翹
望
」
を
連
載
　
大
陸
に
秘
む
哀
詩
を
取
材
」
と

い
う
見
出
し
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
た
。
■
は
判
読
不
能
だ
が
、
お
そ
ら

く
「
奉
」
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
作
者
の
言
葉
に
あ
る
、「
己
が
生
命

を
棄
て
」
た
「
御
奉
公
」
は
、
こ
の
作
品
か
ら
は
ま
っ
た
く
浮
か
び
上

が
っ
て
こ
な
い
。

　
ま
た
、
そ
の
後
を
受
け
て
連
載
を
担
当
し
た
石
川
達
三
の
「
黄
金
伝

説
」
も
、
戦
争
や
国
策
と
は
関
係
の
な
い
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
こ
れ

も
管
見
の
限
り
で
は
単
行
本
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
入
手
困
難
で
あ
る
の

で
梗
概
を
記
す
。
頭
脳
も
明
晰
と
は
い
え
ず
、
愛
す
る
女
性
に
全
く
相

手
に
さ
れ
な
い
主
人
公
が
、
チ
リ
で
巨
万
の
富
を
築
い
た
伯
父
の
遺
産

を
相
続
。
お
金
を
ど
ん
ど
ん
使
い
、
社
交
界
に
も
出
入
り
す
る
よ
う
に

な
る
。
新
し
く
で
き
た
恋
人
の
弟
を
高
い
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
移
し
…
…

と
い
う
と
こ
ろ
で
一
九
三
九
年
の
連
載
は
終
了
し
、
翌
年
に
続
く
。
こ

の
よ
う
に
、
一
九
三
九
年
時
点
で
は
、
ほ
ぼ
国
策
と
は
無
関
係
の
小
説

が
連
載
さ
れ
て
い
た
。
と
い
う
よ
り
、
退
廃
的
で
あ
り
時
局
に
ふ
さ
わ
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し
く
な
い
と
も
言
わ
れ
か
ね
な
い
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
翹

望
」
の
「
作
者
の
言
葉
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
策
に
沿
っ
た
内
容

の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
表
面
上
は
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

『
東
亜
新
報
』
に
は
、
し
ば
し
ば
表
題
や
見
出
し
等
に
国
策
協
力
的
な

言
説
が
選
ば
れ
つ
つ
も
、
内
容
に
ず
れ
が
見
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
連
載
は
「
清
末
　
お
役
人
物
語
」
で
あ
り
、
極
め
て
現

地
色
が
強
い
。
七
月
三
日
の
第
三
号
朝
四
面
よ
り
連
載
開
始
。
李
宝
嘉

原
作
の
『
官
場
原
形
記
』
の
翻
訳
で
あ
り
、「
翻
訳
　
燕
趙
会
同
人
」、

挿
絵
は
中
国
人
の
「
李
雲
子
」
が
担
当
。
初
回
掲
載
時
に
以
下
の
よ
う

な
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
訳
者
「
燕
趙
会
」
と
は
滝
川
正
次
郎
博

士
を
会
長
と
せ
る
支
那
学
研
究
の
青
年
学
徒
十
数
名
の
グ
ル
ー
プ
に
し

て
同
人
の
坂
野
保
夫
、
栖マ

マ

田
猾マ

マ

二
、
木
田
春
夫
の
三
氏
が
訳
に
当
た
つ

て
ゐ
る
」
と
あ
る
。
木
田
春
夫
は
『
燕
京
文
学
』
編
集
兼
発
行
人
で
あ

る
引
田
春
海
の
本
名
、
坂
野
保
夫
は
『
燕
京
文
学
』
同
人
・
深
瀬
竜
と

同
一
人
物
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
拙
稿
参
照 

ⅶ

。
な

お
、『
官
場
原
形
記
』
の
底
本
は
複
数
あ
る
の
で
単
純
な
比
較
は
で
き

な
い
が
、
中
国
古
典
文
学
大
系
『
官
場
現
形
記
』（
上
、
平
凡
社
、
一

九
六
八
年
一
二
月
）
と
比
べ
る
と
、「
清
末
　
お
役
人
物
語
」
で
は
日

本
人
読
者
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
官
職
の
名
称
な
ど
が
省
略
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
章
回
小
説
特
有
の
、
今
日
は
こ
こ
ま
で
、
次
回
を
ご
覧
く

だ
さ
い
、
と
い
っ
た
文
言
が
削
除
さ
れ
、
日
本
の
新
聞
連
載
に
近
い
形

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
分
か
り
や
す
さ
は
「
清
末
　
お
役
人
物
語
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
に
も
象
徴
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

む
す
び
に
か
え
て

　
以
上
、『
東
亜
新
報
』
一
九
三
九
年
の
文
芸
・
文
化
関
係
記
事
に
つ

い
て
、
そ
の
概
略
と
い
く
つ
か
の
記
事
の
紹
介
を
試
み
た
。
現
在
調
査

の
途
中
で
あ
り
不
十
分
な
箇
所
も
多
い
が
、
今
後
明
ら
か
に
し
て
い
き

た
い
。

　
最
後
に
、
第
二
四
回
、
七
月
二
四
日
朝
刊
四
面
の
「
荒
鷲
ペ
ン
」
を

紹
介
し
て
こ
の
稿
を
閉
じ
た
い
。「
支
那
文
学
の
課
題
」
と
題
し
た
坂

井
徳
三
署
名
記
事
で
あ
る
。「（
前
略
）
事
変
前
の
抗
日
的
作
品
の
な
か

で
は
、
我
々
は
屡
々
単
純
な
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
を
発
見
し
た
、
そ
れ
ら

が
ど
こ
ま
で
ほ
ん
と
に
社
会
的
基
礎
を
持
つ
リ
ア
リ
ズ
ム
へ
と
発
展
し

う
る
か
、
ま
た
得
た
ろ
う
か
？
現
在
の
支
那
文
学
の
課
題
は
そ
こ
に
あ

ろ
う
」。

　
坂
井
は
中
国
の
「
事
変
前
の
抗
日
的
作
品
」
の
「
単
純
な
ロ
マ
ン
チ

シ
ズ
ム
」
を
批
判
す
る
。
そ
し
て
、「
ほ
ん
と
に
社
会
的
基
礎
を
持
つ

リ
ア
リ
ズ
ム
」
へ
と
発
展
す
る
こ
と
を
望
む
。
だ
が
、
こ
こ
で
注
意
し

た
い
の
は
、「
抗
日
的
作
品
」
自
体
の
批
判
や
否
定
は
し
て
い
な
い
と

い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
の
抗
日
的
作
品
が
「
単
純
な
ロ
マ

ン
チ
シ
ズ
ム
」
を
脱
し
「
ほ
ん
と
に
社
会
的
基
礎
を
持
つ
リ
ア
リ
ズ
ム
」

へ
と
発
展
し
た
と
き
、
す
ぐ
れ
た
文
学
が
生
ま
れ
る
の
だ
、
と
説
い
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
風
刺
詩
集
『
百
万
人
の
哄
笑
』（
時
局
新
聞
社
、
一
九
三
六
年
五
月
）

が
発
禁
処
分
を
受
け
、
そ
の
後
北
京
へ
脱
出
し
た
坂
井
は
、
北
支
那
開

発
会
社
等
の
国
策
会
社
の
椅
子
に
座
り
つ
つ
、し
ば
し
ば
『
東
亜
新
報
』
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そ
の
他
の
日
本
語
メ
デ
ィ
ア
に
寄
稿
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
検
閲
に
抵

触
し
な
い
範
囲
で
書
き
た
い
こ
と
を
書
こ
う
と
す
る
し
た
た
か
な
ま
な

ざ
し
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
坂
井
に
限
ら
ず
、『
東
亜
新
報
』
に
は

時
局
に
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
り
、
ま
た
批
判
的
に
眺
め
る
よ
う
な
言
説
が

し
ば
し
ば
紛
れ
込
む
。
も
ち
ろ
ん
書
き
手
個
人
に
も
よ
る
が
、
そ
れ
を

許
容
す
る
媒
体
の
問
題
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
今
後
は
、
高
木
健
夫
を
は
じ
め
と
す
る
編
集
部
の
言
説
を
収
集
・
分

析
し
つ
つ
、『
東
亜
新
報
』
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
実
態
に
つ
い
て
考
察

を
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
そ
の
他
の
華
北
地
域
発
行
の
メ
デ
ィ
ア

に
つ
い
て
も
調
査
を
す
す
め
、
北
京
を
中
心
と
し
た
日
本
語
メ
デ
ィ
ア

の
特
質
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金(

基
盤
研
究(
Ｃ))

「
日
本
占
領
下
北

京
に
お
け
る
日
本
語
文
学
の
様
相
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
―
「
東
亜
新

報
」
を
中
心
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ⅰ 

以
上
の
記
述
は
神
谷
昌
史
「『
東
亜
新
報
』
研
究
の
た
め
の
お
ぼ
え

が
き
―
創
刊
期
を
中
心
に
」（『
滋
賀
文
教
短
期
大
学
紀
要
』
第
一
八

号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
を
参
照
し
た
。
同
論
文
は
『
東
亜
新
報
』

創
刊
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

ⅱ 

『
東
亜
新
報
』に
お
け
る
検
閲
に
つ
い
て
は
、神
谷
前
掲
論
文
を
参
照
。

ⅲ 

「
陣
中
新
聞
」
は
、
現
地
の
将
兵
と
銃
後
を
結
ぶ
コ
ー
ナ
ー
で
あ
り
、

将
兵
の
近
況
や
内
地
の
さ
さ
や
か
な
ニ
ュ
ー
ス
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
将
兵
か
ら
の
投
稿
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
短
歌
・

俳
句
を
中
心
に
、
詩
、
川
柳
、
歌
詞
、
民
謡
、
随
筆
や
絵
、
絵
入
り

随
筆
等
が
あ
る
。
神
谷
昌
史
は
前
掲
論
文
の
な
か
で
、「
陣
中
新
聞
」

欄
に
つ
い
て
、「
大
陸
文
化
建
設
の
尖
兵
」（「
創
刊
の
辞
」、『
東
亜

新
報
』
第
一
号
、一
九
三
九
年
七
月
二
日
）
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
や
、
北
支
軍
の
機
関
紙
と
し
て
の
性
質
を
示
す
も
の
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。

ⅳ 

『
滋
賀
文
教
短
期
大
学
紀
要
』
第
一
九
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
。

ⅴ 

『
燕
京
文
学
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
燕
京
文
学
』
細
目
」（『
滋
賀

文
教
短
期
大
学
紀
要
』
第
一
七
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
参
照
。

ⅵ 

『
滋
賀
文
教
短
期
大
学
紀
要
』
第
一
八
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
。

ⅶ 

前
掲
「
日
本
占
領
下
北
京
の
友
情
と
青
春
」、
三
五
頁
註
９
。




